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  日本不動産学会業績賞     

 

過去 20 年間における ULI ジャパンの日本の不動産市場の近代化とグローバ

ル化への貢献 

ULI ジャパン 

〔授賞理由〕 

受賞者は1997年に組成され、年2回のカンファレンスのほか、少人数のミーティングや刊

行物の発行等の活動を継続して不良債権処理のための不動産市場、不動産金融市場の近代

化、グローバル化に貢献し、近年では都市再生、東日本震災のダメージを乗り越えるイベ

ントや新しい投資セグメント（物流、データセンター、ホテルなど）の開拓などにも貢献

がある。  

人事交流を20年間継続した活動の軌跡と日本の不動産市場、金融市場の多様化に、人的

側面を中心にした貢献は高く評価できる。  

よって、本事業は業績賞授賞に値する。  

＜基本データ＞  

ULIジャパン開催イベント数及び参加人数  

   【2016年度】イベント開催総数：20回  参加延べ人数：1,052名  

カンファレンス：2回 409名、カウンシル：4回 63名、YLG：7回  249名  

【2015年度】イベント開催総数：15回  参加延べ人数：1,246名  

サミット（スプリング・カンファレンス代）1回、カンファレンス：１回 576名  

カウンシル：1回 18名、YLG：8回  333名  

【2014年度】イベント開催総数：21回  参加延べ人数：1,064名  

カンファレンス：2回 439名、カウンシル：6回 114名、YLG：11回  366名  

 


